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修士論文要旨
１．研究の背景・目的
　特別養護老人ホーム（以下特養とする）の重度化した利
用者は急変・突然死は少なくない．特養の介護職は利用者
の急変や死への対応に不安を持っているが，夜間時，医療
職の配置は義務付けされていない．介護職が安心して仕事
を継続していくには，急変対応の不安が何かを把握するこ
とは重要な課題である．本研究の目的は介護福祉士の緊急
対応経験の構造とプロセスを明らかにし，介護福祉士教育
と緊急対応システムの課題を提言することである．
２．研究方法
　首都圏Ａ市にある特養２施設の６名の介護福祉士を対象
に2012年５月～６月に半構造化面接を実施した．方法は，グ
ランデッド・セオリー・アプローチを採用した．
３．結果
　全ての語りデータから650のラベル名に分類することが
でき，最終的に７つのカテゴリーを抽出した．抽出された
カテゴリーは【急変・突然死との遭遇】，【流れにのるだけ
の緊急対応】，“【死に怯えながらの緊急対応】”【一生懸命さ
への賞賛】，【間違いの気づき】，【継続する慣れと自信】，【解
消されない重圧感】であった．
４．考察（図１参照）
　見出された概念の関係性を時系列にまとめ構造化したと
ころ，「緊急対応時の状態」と「緊急対応後の反応」の二つ
の視点で分けることができた．　
（1）「救急対応時の状態」
１）状況：【急変・突然死との遭遇】
　このカテゴリーには，《元気にさせたいお手伝い的
業務意識》と《いつもと変わらない状態》というサ
ブカテゴリ―が含まれており介護の「仕事」と「死」
の関連づけがされていなく，入職後のリアリティー
ショックにつながる可能性が示唆された．
２）行為・相互行為
・【流れにのるだけの緊急対応】
　急変時，指示を出してくれる人の存在があると，介
護福祉士は指示の流れ通りに不安なく対応していた．
一方，死後処置に関して介護福祉士は他者からの指
示がなくとも自信を持ってマニュアル通りの対応を
し，結果，緊急対応全体に自信をもった.これは死後
処置を時間的切迫している緊急対応と混同していると考え
られた.
・“【死に怯えながらの緊急対応】
　《他人が死ぬことの怖さ》と《殺人者になる懸念》のサブ
カテゴリーが含まれ，恐怖心を抱きながら，利用者を《死
なせないための手さぐりでの対応》か，もしくは《事件に
させないための対応》をしていた．どちらの対応も不適切
な一次救命処置を行っていた．
・帰結を変動させる“情緒的サポートの有無”，“間違いの
気づきの有無”，“周囲の威圧感の程度”
“【死に怯えながらの緊急対応】”後，これらの３つの程度に
よって帰結が変動した（図１の矢印は変動を意味する）
（2）「緊急対応後の反応」
１）帰結：【継続する慣れと自信】・【解消されない重圧感】
　この二つの帰結は，当初のパニックや不安に対して反省
が十分にされていないまま，「慣れ」や「重圧感」を継続し
ていたことが示されていた．また，双方ともバーンアウト
につながる反応であると考えられた．
５．本研究のまとめ
　今後介護福祉士のリアリティーショックとバーンアウト
予防，サービスの質低下を防ぐためにも，介護福祉士教育
には重度高齢者の生理学的変化の知識習得・市民レベル以
上の救命講習，医療職による早めの助言・情報提供が必要
である．また緊急対応システムの課題として夜間時のサ
ポート体制の再検討，医師法と終の棲家への政策誘導との
ギャップを埋めるような法整備も必要である．
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図１　特別養護老人ホームにおける介護福祉士の緊急対応のプロセス
